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具体的な方策：段階的な教育
• ２回生以上：
リテラシー能力のレベルアップ
研究室に入りこむ
講習会
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具体的な方策：図書館員のスキルアップ
•スキルアップとは：
専門知識？
発信するスキル
15
本当にできるの？
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具体的な方策：連携
教員 学生
事務 他機関
約束をしません
か？！
17
具体的な方策：連携
•他機関との連携：教材の共有
18
具体的な方策：効果測定
•学生にアンケート
•教員と成果物を共有
•教員にヒアリング
3段階の期待できる効果
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期待できる効果：1段階目
•学生の実力アップ
•レベルの高い成果物
•図書館を使う割合が増える
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期待できる効果：2段階目
•事前・事後学習がやりやすくなる
→アクティブ・ラーニングにつながる
22
期待できる効果：3段階目
•情報を活用して、
強く生きる力が身につく！
「未来」を考える
24
「未来」を考える
A.I.と共存する社会がきつつある・・・かも？
→仕事が奪われる・・・かも？
例）「マツコロイド」「Pepper」
時代が変わっても、
自分の「軸」をもつ必要性
25
出典：Softbank
http://www.softbank.jp/robot/special/pepper/ （2015年10月9日アクセス）
「未来」を考える
ご清聴ありがとうございました
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これからの学術情報リテラシー教育実践を考える
